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１．はじめに  

 今後，本格化する高速道路各社の大規模更新・補

修事業においてRC床版の更新は全体の半分以上を占

めると予想されている．桁の補修であればベントを

使うことで，道路としての機能を保持しながら実行

することが可能であるが，床版の更新では確実に通

行を制限する必要が出てくる．特に，常に大量の車

両を通行させる必要のある都市内橋梁では工期短縮

や夜間のみの工事実施が求められている．一方，古

い法令や基準で建設された床版を取り替えるにあた

り，当然ながら新しいそれらに従う必要があるが，

コンクリート系床版の場合は幅員拡大や床版厚の増

大の影響で死荷重の増大が避けられない．床版の死

荷重増大は桁の補強をさらに必要とし，それは耐震

性の低下による追加補強，最悪は下部工の耐力不足

による補強の必要に至る可能性がある．そのため，

鋼床版を取替に用いることは軽量化の観点で大きな

メリットとなる．また，ボルトで接合が可能なため

にモルタルを用いて既設桁と接合を行うコンクリー

ト系床版に対して工期，施工時間の面でも優位性を

持つ．従来，疲労問題から鋼床版の適用は避けられ

る傾向があったが，近年，疲労問題を解決しうる新

構造が開発されたため1)，維持管理面の課題は無い． 

しかし従来工法でRC床版を鋼床版に取り替える場

合，主桁上のずれ止め部分近傍のコンクリートを人

力でハツリ取る必要があり，施工時間が長くなる上

に，騒音，振動，火災などの環境問題も発生する．

主桁上フランジごとRC床版を撤去する工法もあるが，

この場合，主桁の耐荷力が一時的に大幅低下するた

めに大規模な補強を必要とし，コスト高が避けられ

ない．よって，工期・施工時間を短縮しながら，騒

音・振動などの関係問題を生じさせない，鋼床版を

用いた新しい床版取り替え工法が必要とされている． 

２．構造コンセプト  

 図 1に提案構造の概略図を示す．既設 RC 床版を撤

去するに当たって，最も手間がかかるのは主桁上の

ずれ止め近傍である．そのため，主桁上の部分は残

置することとした．その上から鋼床版を被せるよう

に設置する．既設 RC 床版の上鉄筋より上の部分であ

れば舗装と共に容易に撤去できるため，鋼床版を既

設RC床版と同じ高さ位置に設置することは簡単であ

る．RC 床版撤去前に予め，主桁ウエブに横リブ接続

部および添接板を設置しておけば，鋼床版の横リブ

は，先に取り付けていた横リブ接続部を用いて摩擦

ボルト接合で容易に主桁と連結することができる．

このとき，横リブ側のボルト孔を後孔にしておけば，

重い既設 RC 床版を撤去したときに，死荷重の減少に

伴う主桁の浮き上がりや，内部応力の開放による主

桁の捻じれなどが生じた場合でも，狙った位置に鋼

床版を設置する調整機構とすることができる．また，

先行設置された鋼床版パネルと，その後で設置され

る鋼床版パネルは，通常の摩擦ボルトで接合される． 

このように，既設の主桁と鋼床版パネルはボルト

のみで荷重を伝達する構造であるために，ボルト接

合作業が終了した時点で構造的には鋼床版パネル上

に車両を通してよい状態となる．鋼床版は設計的に
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    図 1 STEEL CAP 工法 構造概要図 
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重を流すように考えるためである．すなわち，設計

的には残置コンクリートの強度は活用しない．ただ

し，主桁上の残置コンクリートと鋼床版パネルとの

間の空間にはモルタルを充填する．これは，強度を

期待するのではなく，空間を埋め，水の浸入を防止

することで防食効果を得るためである． よって，モ

ルタル充填はパネル一枚ごとに実施するのではなく，

数パネルの設置が終わった後で，床版の下の空間を

活用して実施できる．その際，交通が解放された状

態であってもよい． 

 ただし，この状態では鋼床版パネルと主桁が合成

化されていない．そのため，主桁の発生応力が許容

応力を超えてしまう可能性が出てくる．よって，鋼

床版パネルと主桁をせん断伝達部材で結合する．こ

の取付けもボルトで，さらに，交通が解放された状

態で実施してもよい．短期であれば各種部位での疲

労の発生は懸念する必要が無いからである． 

 以上のように，既設コンクリート床版の撤去およ

び鋼床版パネルの設置は非常に短時間で実行するこ

とができる．夜間のみ１車線交通規制，少なくとも 1

パネルを交換し，パネル間接合部のみ仮舗装を施し

て朝には交通解放が可能となる． 

３．維持管理に関する配慮  

 本工法に用いる鋼床版パネルは，東京都市大学の

取替用鋼床版パネル研究会の結果として考案された

図 2 に示す開断面リブ構造である 1)．デッキプレー

ト板厚は 12mm で，軽量でありながら首都高の重交通

下でも疲労損傷を生じないように FEM で照査されて

いる．主桁の接合構造についても FEM で検討を行っ

ており，疲労の課題が無いことを確認している．こ

のとき，残置コンクリートと鋼床版パネルの間に充

填したモルタルの強度剛性を無視したケースも検討

して，問題の無いことを確認している． 

 また，腐食に対しては鋼床版パネルを，塗装の寿

命を延長する新型鋼材 CORSPACE®で製作することを

予定している．これだけで既設部に対して２倍以上

の塗装寿命を期待できるが，取付けディテールに関

しても，もともと全てボルトで取り付けるため，モ

ルタル充填部を除いて，ボルト締付作業が可能だけ

の空間が確保されており，それは塗装作業を行うに

十分な空間となっている． 

４．おわりに  

 以上のように，提案の STEEL CAP 工法を適用すれ

ば夜間のみの 1 車線の規制工事で少なくとも 1 パネ

ル分を交換し，朝には交通解放が可能となる．また，

その工事にあたっては，ブレーカーを用いないため，

騒音や粉じんの問題も発生しない．さらに，完成し

た構造は，腐食や疲労に対して十分な配慮がなされ

ており，事業者にとって維持管理上の将来的な課題

とならない． 

 コストについては，主桁フランジに全く加工を施

さないので主桁本体の耐荷力低下は無いため，基本

的に主桁補強は不要な見込みであり，少なくともそ

の分，補強が必要となる工法よりも優位になる． 
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 (a) 取替鋼床版パネル研究会構造概要図 

スリット有
全周溶接

 

(b) 研究会構造ディテール変更状況 

図 2 取替鋼床版研究会構造 
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